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東 武 鉄 道 株 式 会 社 
 
 

東武鉄道では、鬼怒川・川治温泉郷で開催される「龍王祭」と「ＳＬ大樹」のコラボレーションイベ

ントを２０１８年７月２７日（金）から２９日（日）にかけて実施します。これは、沿線地域のイベン

トとＳＬ大樹のコラボレーション企画を実施することで、ＳＬ大樹の目的の１つである「日光・鬼怒川

エリアの活性化」を図ることを目的に実施するものです。 

 
「龍王祭」は、「鬼怒川温泉 夏まつり」を構成する鬼怒川・川治温泉郷の夏の一大イベントで、今年

度で第５０回を迎えます。会場では、各種神輿の活気にあふれた 渡御
と ぎ ょ

のほか、鬼怒川・川治それぞれ

の温泉郷で開催されるステージショーなどが行われ、温泉街をにぎやかに彩る夏の風物詩です。 

今般、ＳＬ大樹における「龍王祭」とのコラボレーション企画として、同イベントの５０周年を記念

し、龍王峡をイメージしたオリジナルデザインのヘッドマークを掲出するほか、ＳＬ大樹の車内におい

てＳＬ観光アテンダント手作りの「龍王祭」にちなんだ装飾を実施します。さらに、ＳＬ大樹の始端駅

である下今市駅においても、駅構内にあるＳＬ展示館において、「龍王祭」の５０年の歴史が一目で分

かるパネル展示を行うことで、同イベントを盛り上げます。 
 
また、「龍王祭」会場でのＳＬ大樹とのコラボレーション企画として、同イベントの名物である女性

だけで担ぐ艶やかな女
おんな

樽
たる

神輿
み こ し

に、ＳＬ大樹のレプリカヘッドマークを装飾して会場を彩るほか、鬼怒

川温泉夏まつり実行委員会によって、「龍王祭×ＳＬ大樹」のコラボレーショングッズとして「オリジ

ナル木札（特典として祭り会場での抽選会引換え券付き）」の販売が行われます。 
※オリジナル木札の販売は７月２７日（金）、２８日（土）のみ。 

当社では、今後も沿線地域と連携した取り組みを実施することで、日光・鬼怒川エリアの活性化に努

めてまいります。ぜひこの機会にご家族やご友人と一緒にお出掛けください。 
 
概要は別紙のとおりです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                      

△龍王祭５０周年記念オリジナルヘッドマーク 

（イメージ） 

鬼怒川温泉で夏を満喫！ 

「龍王祭」と「ＳＬ大樹」のコラボレーションイベントを開催します！ 

～鬼怒川温泉 夏まつり「龍王祭」５０周年を記念し、オリジナルヘッドマークを掲出します！～ 

△「龍王祭」昨年の様子 



＜別 紙＞ 

「龍王祭」とＳＬ大樹のコラボレーションイベント概要について 

 

１．ＳＬ大樹でのコラボレーションイベントについて 

（１）龍王祭５０周年記念オリジナルヘッドマークの掲出について 

 「龍王祭」の５０周年を記念し、龍王峡をイメージしたオリジナルデザイン 

 ヘッドマークを掲出して運転いたします。 

① 期 間 ２０１８年７月２７日（金）～７月２９日（日） 

② 列 車 ＳＬ大樹１号～６号 

 
 
（２）ＳＬ大樹車内の装飾について 

ＳＬ観光アテンダント手作りの「龍王祭」にちなんだ車内装飾を実施し、龍王祭を盛り上げます。 
① 期 間 ２０１８年７月２０日（金）～７月２９日（日） 

② 列 車 ＳＬ大樹１号～６号 

 
（３）下今市駅構内ＳＬ展示館での「龍王祭５０周年記念！ 歴史、写真パネル展示」について 
 「龍王祭」の５０年の歴史が一目で分かるパネル展示を実施します。 

① 期 間 ２０１８年７月２７日（金）～２９日（日） 

② 場 所 下今市駅構内ＳＬ展示館１階 

 
２．「龍王祭」会場でのコラボレーションイベントについて 

（１）女
おんな

樽
たる

神輿
み こ し

へのＳＬ大樹のレプリカヘッドマークの装飾について 

  「龍王祭」の名物である女性だけで担ぐ艶やかな女
おんな

樽
たる

神輿
み こ し

に、ＳＬ大樹のレプリカヘッドマーク

を装飾して会場を彩ります。 

 

（２）「龍王祭×ＳＬ大樹」コラボレーショングッズの販売について 

（鬼怒川温泉夏まつり実行委員会主催） 

① 期  間 ２０１８年７月２７日（金）、２８日（土） 

② 場  所 鬼怒川温泉駅前広場、鬼怒川・川治観光情報センター 

鬼怒川温泉 本祭会場(祭典本部) 

③ 賞 品 名 ＳＬ大樹コラボレーション木札”開運縁起札” 

④ 価  格 800円（税込） 

⑤ 販 売 数 400個 

⑥ 購入特典 宿泊券や地元銘菓などが当たる龍王祭会場本部で実施する抽選会引換え券。 

 

<参 考> 

「龍王祭」について 

 
 龍王祭は、1969年（昭和 44年）から毎年行われ、今年度で第 50回を迎える鬼怒川・川治温泉郷の夏

の一大イベントであり、今年は、７月 27 日（金）から７月 29日（日）までの日程で開催されます。 

龍王祭は、龍王峡「五龍王神社」での日光東照宮神職による神事で幕を開け、勇壮な 万
まん

燈
ど う

神輿
みこし

や、

女性だけで担ぐ艶やかな 女
おんな

樽
た る

神輿
み こ し

をはじめとした各種神輿の活気にあふれた 渡御
と ぎ ょ

のほか、鬼怒川・

川治それぞれの温泉郷で開催されるステージショーなど、温泉街をにぎやかに彩る夏の風物詩です。 

 

※「龍王祭」の詳細は下記をご覧ください。 

http://www.nikko-kankou.org/event/403/  

以 上 

△龍王祭５０周年記念 

オリジナルヘッドマーク（イメージ） 

http://www.nikko-kankou.org/event/403/

